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1．エネルギー政策に係る知事の基本姿勢について11．医療体制グランドデザイン策定について

12地域支援支え合い体制づくり事業について

13NPO法人に対する寄付促進の取組みについて

14リニア中央新幹線について

15神奈川県住宅供給公社の民営化について

16武家の古都鎌倉の世界遺産登録について

17人学者選抜制度について

国松誠ト
（藤沢市）

2．補正予算と今後の財政運営について討
【3．防災対策について

漆4津波対策訓練について

5．市町村消防強化支援事業について

6．県立都市公園の防災対応について

7．災害発生時における学校の対応について

8指定管理者制度のあり方について

9医療福祉について

10，がん対策について

委員長嶋村ただし　　理　事高山松太郎
港北区　　　　　　　　伊勢原市

1．災害対策の強化について

2．リニア県内駅設置によるまちづくりと県内
産業の活性化について

3．高齢者施策について

4，かながわスマートエネルギー構想について

委　員

守屋てるひこ　（小田原市）
八木大二郎（相模原市緑区）※写真上
河本文雄（相模原市中央区）※写真下
横山幸一　　　　（鶴見区）

加藤元弥　　　　（西　区）

長田進治　　（海老名市）

木村謙蔵　　　（三浦市）

森正明　　　　（平塚市）

土井りゅうすけ（多摩区）
小川久仁子　　（高津区）

古沢時衛　　　（中　郡）

国吉一夫　　　（金沢区）

堀江則之　　　（厚木市）

久保寺邦夫　　（秦野市）
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仁
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1
．
知
事
の
基
本
姿
勢

に
つ
い
て
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地
方
分
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に
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又
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つ
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又
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収
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．
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東
日
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震
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復
興
工

事
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係
る
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発
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影
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日
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に
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．
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光
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又
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又
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介
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に
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に
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又
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又
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．
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．
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踏
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県
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携
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携
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つ
い
て
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医
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携
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い
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．
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．
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が
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て
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に
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東
日
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大
意
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踏
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え
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い
て
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地
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の
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に
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て
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に
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て
（
3
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災
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に
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け
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に
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て

2
．
外
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市
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へ
り
移
管
に
つ
い
て

（
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県
営
団
地
の
外
周
道
路
に
つ
い
て

（
2
）
撃
沈
高
校
の
外
周
道
路
に
つ
い
て

3
．
自
殺
対
策
に
つ
い
て

1
東
日
本
大
震
災
の
経

験
を
活
か
し
た
対
策

に
つ
い
て

（
1
）
県
立
公
園
の
防
災

機
能
の
強
化
と
指
定
管

理
の
あ
り
方
に
つ
い
て

ア
．
県
立
公
園
の
防
災
機

能
の
強
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に
つ
い
て

イ
市
町
村
や
指
定
管

理
者
と
の
連
携
に
つ
い
て

（
2
×
止
業
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黒
火
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対
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つ
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．
災
害

対
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計
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つ
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安
全
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て

2
神
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辰
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又
2
）
野
生
鳥
獣
に
よ

る
被
害
対
策
に
つ
い
て
　
　
ア
ご
ホ
ン
ジ
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と
こ

ホ
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ザ
ル
の
第
三
次
保
護
管
理
計
画
に
つ
い
て

イ
ヅ
キ
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グ
マ
対
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い
て

3
．
県
政
の
諸
課
題
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つ
い
て

（
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）
公
営
住
宅
と
住
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供
給
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の
あ
り
方
に
つ

い
て
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営
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に
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け
る
第
一
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に
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イ
住
宅
供
給
公
社
の
あ
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に
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・
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と
栄
養
教
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に
つ
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て
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．
食
吉
の
推
進
に
つ
い
て
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養
教
諭
に
つ

い
て

（
1
）
足
柄
茶
の
信
頼
回
復
に
つ

い
て
（
2
）
ブ
ラ
ン
ド
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向
上
の
た
め
の
市
場
拡
大

に
つ
い
て

3
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観
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興
策
に
つ
い
て

詔
欄
誼
鰐
幣
臥
撃
（
3
）

マ
ス
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デ
ィ
ア
の
活
用
に
つ
い
て
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中
徳
一
郎
（
幸
区
）

1
．
京
浜
臨
海
部
の
活
性
化
に
つ
い
て

T
）
京
浜
臨
海
部
の
既
存
産
業
を
取

り
巻
く
現
状
に
つ
い
て
（
2
）
コ
尻
浜
臨
海

部
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
高
度
化
等
検
討
会

議
わ
取
組
と
県
の
関
わ
り
に
つ
い
て

2
．
県
民
を
守
る
安
全
・
安
心
対
策
の
充
に
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い
て

■
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谷
政
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模
原
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南
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県
有
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有
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設
の
利
活
用

に
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い
て
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）
こ
れ
ま
で
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用
の
取
組
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と
成
果
に
つ
い
て
（
2
）
県
有

地
で
あ
る
相
模
原
近
郊
緑
地
特

別
保
全
地
区
の
今
後
の
取
組
み

に
つ
い
て

2
．
教
育
行
政
の
強
化
と
充
実
に
つ
い
て

（
1
）
新
任
教
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
組
み
に

つ
い
て
（
2
）
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て

3
．
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

T
）
警
察
署
の
機
能
充
実
に
つ
い
て
（
2
）
交
番
の
あ

り
方
に
つ
い
て
（
3
）
ス
ー
パ
ー
防
犯
灯
の
活
用
と
取

組
み
に
つ
い
て
（
4
）
自
主
防
犯
活
動
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て

（
1
号
く
ら
し
安
全
指
導
員
た
つ
い
て
（
2
ち
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ

シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
事
業
」
に
つ
い
て
　
ア
ど
れ
ま
で
の
運
用

効
果
に
つ
い
て
　
　
イ
今
後
の
運
用
に
つ
い
て
3
直
小
警
察
に

よ
る
今
後
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
予
定
に
つ
い
て
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視察　岬現場をみる。
委員会ことに、それぞれの分野で注目を集めている取組みを視察・調査しました。現場で聞いた意見・体験・成功秘話を参考に、本県の冒又組みに活かします！

防災警察常任委員会

警視庁東京軍港警察署

名上≡懲隊集う航空群　那覇航手基地隊

沖積県警本部

嘉手納飛行場

陸上∈筍隊第15旅団

環境農政常任委員会

農業生産芸人　㈲牢内プア膚ムニートー

農業三重法人　姐エア∴ワオ【ター罠困

米産総合巧菜センター　北海道区水産研究所

稚声市役所

稚内メカソーナづ絹紆馳

商工労働常任委員会

稽孟宗守　新産業戦喝諜

岩垂化学工業㈲

番目インテリジュントパー′ラ

円匡タオル二葉結き

楯瀬高
愛媛県産業技術研究所FV詞発センター

文教常任垂員会

秋遊具革帯委員会

右手県教育委員会

平京文化遠峯センター一

秋ヨ県立姑手荒陵学院口学校・高等学校

総務政策常任委員会

洞爺湖有珠⊥ジオパーケ推珪協議会

地方独走日放法人二二海道上．∠媒合研究穂積

北海遺言（北海道這州別特別区域茫道条例について：

小感商科大字ビジネス創造センター

㈲光合金製作所載掌工場

県民企業常任委員会

秋已新屋ウインべ77㌧－ム

和日県ゆとり生活創造センター　遊軍奮

玉川タム

かなが七棄ヒ亭大震災一二ランテノアステ一二ノ≡ン遠野モニター

厚生常任委員会

尾道市公立みつき総合病質

財団法ノ人、放射線影響研究所

桓同異′〒　軍務謀

久留米大学　先端かん治療研究センタ】

建設常任委員会

針路溝

芳‡釧路ノi■下溝

浜手町譲渡麿歳ステ【ション

ヨ士交通省北海選問発売

神奈川県　温泉地学研究所「地震を矢口ろう」
httpノ舟WW．Onken．odawara．ka11agaW乱JP／

平成23年第3回定例会スケジュール（予定）＆傍聴のご案内

く本会議〉

受付時間二通常12時30分より

※開催中は随時受付けます

受付場所：県庁新庁舎8階
定員二210名（先着順）

〈常任委員会・特別委員会・決算特別委員会〉

受付時間：当日午前10時まで

（定員に達しない場合は延長）

受付場所：県庁新庁舎5階議会局議事課

定　　員：16名

（10時の時点で定員を超えた場合は抽選）

唱馳‥太会議　　t■＝静嚢嚢会会　匿　フこ

■■常任委員全　区≡ヨ会期中

国層会這誓委員会

圭．＝ロ本会議 ≡政策調査課調査情報グループ 045－210－7564 ����ﾙD8効醜檍�Y<�¥ｨ効醜橙�

議事課委員会グループ 
045－2用－7546 

防
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対

　

策

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
防
災
対
策
の

見
直
し
が
急
務
と
な
っ
て
ま
す
り

⑳
∴
津
　
温
上
野
　
策

今
後
の
津
波
対
策
の
検
討
に
あ
た
り
、
「
避
難
体
制
を
整
備

す
る
た
め
の
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
」
　
と
　
「
海
岸
保
全
施
設
等
を

整
備
す
る
た
め
の
津
波
」
　
の
両
レ
ベ
ル
の
津
波
を
想
定
し
、
津

波
規
模
等
の
再
検
証
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
津
波
浸
水
予
相
心
因
」
　
を
市
町
に
示
す
こ
と
で
、
市
町
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
や
、
避
難
体
制
の
整
備
に
活
用
で
き
る
よ

う
、
早
期
に
、
か
つ
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
よ
う
要
望
し
ま
し

た
っ

㊨
学
校
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
？

災
害
発
生
時
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
県
地
域

防
災
計
画
の
根
幹
を
な
す
地
震
災
害
対
策
計
画
と
県
教
育
委
員
会
の
地

震
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
で
の
対
応
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
我
々

の
指
摘
を
受
け
て
発
覚
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
県
教
育
委
員
会

だ
け
の
過
ち
で
は
な
く
、
安
全
防
災
局
に
も
大
き
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。

指
摘
を
受
け
た
後
、
「
児
童
・
生
徒
を
保
護
者
に
引
き
渡
す
」
と
対
応
を

統
一
し
た
も
の
の
、
風
水
害
等
災
害
対
策
計
画
の
中
で
は
、
依
然
と
し

て
「
児
童
・
生
徒
は
直
ち
に
帰
宅
さ
せ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
」
　
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
昨
今
の
気
候
変
動
に
よ
る
大
型
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪

本
県
で
も
東
海
地
震
や
神
奈
川
県
西
部
沖
地
震
な
ど
大
規
模

な
地
震
の
切
迫
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
地
震
に
対
し
て
、
い
か
に
準
備
を
整
え
て
お
く
こ
と
が

重
要
か
痛
感
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
津
波

の
恐
ろ
し
さ
を
誰
も
が
感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
「
大
地

震
が
起
こ
っ
た
ら
津
波
が
発
生
す
る
の
で
高
台
に
避
難
す
る
」

と
い
う
意
識
は
あ
っ
て
も
、
知
識
だ
け
で
は
避
難
は
難
し
く
、

日
頃
か
ら
の
訓
練
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
の
津
波
被
害
を
踏
ま
え
、
各
地
で
津
波
対

策
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
沿
岸
住
民
や
海
浜
利
用
者
を

い
か
に
避
難
さ
せ
る
か
と
い
う
避
難
方
法
や
、
そ
の
避
難
さ
せ

る
場
所
と
な
る
津
波
避
難
ビ
ル
の
整
備
が
ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い

る
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
津
波
避
難
ビ
ル
の
整

備
は
各
市
町
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
県
と
市
町
が

連
携
を
取
り
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
整
備
、
あ
る
い
は
避
難
タ
ワ
ー

の
整
備
を
進
め
て
い
く
よ
う
要
望
し
ま
し
た
（
）

雨
の
発
生
等
に
生
徒
・
児
童
の
安
全
が
確

保
で
き
る
の
か
ど
う
か
疑
問
が
あ
り
ま

す
。
県
教
育
妻
員
会
で
は
、
風
水
害
等
災

害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
い
な
い

こ
と
も
、
わ
が
会
派
の
指
摘
に
よ
り
判
明

し
て
お
り
、
こ
の
際
、
生
徒
・
児
童
に
対

す
る
対
応
の
み
な
ら
ず
、
災
害
対
応
全
休

に
つ
い
て
、
検
証
・
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

一
ケ
　
市
町
村

支
援
事
業

平
成
八
年
か
ら
続
く

業
」
　
は
、
本
年
度
よ
り
　
「
消
防
力
の
広
域
化
」
　
「
木
造
住
宅
の

耐
震
化
」
　
の
二
分
野
に
重
点
を
置
き
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
の
発
災
に
よ
り
防
災
計
画
が

修
正
さ
れ
、
市
町
村
に
お
い
て
も
新
た
な
防
災
対
策
が
必
要
と

な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
我
々
は
、
「
市
町
村
消
防
防
災
力
強
化
支
援
事
業
」

の
拡
大
や
新
支
援
制
度
の
創
設
を
要
望
し
ま
し
た
。


